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研究成果の概要（和文）：1960年代以降、個々の芸術ジャンルの境界が動揺しモダニズムの媒体特定性が失効する過程
の中で、自己の心身とその環境・周囲世界へ同時に働きかける「自己変革」のアートが突出してくる。その具体的な事
例の調査・研究とともに、共通する思想的文脈として観察される古代（前近代）ないし非西洋の生命論的宇宙観／自然
観について考察した。
なかでも、(1)自己変革の作用が明示的に認められるダンスを軸に、老人・子ども等社会的に周辺化されてきた弱い主
体の再評価、(2)コンセプチュアル・アート関連での「エネルギー・アート」という領域横断的カテゴリーの吟味によ
って、現代アートと古代思想との関連を再考する道筋が拓けた。

研究成果の概要（英文）：Focusing on an alternative mode of art making since the 1960s, when the modernist 
medium-specificity lost its credibility and all the art genres became increasingly blurred, I mapped out 
some exemplary cases of art of "self-alterantion", that is, art as tuning of the body/mind/space. An 
underlying philosophy, I argued, can be traced in various ancient (premodern), and often nonwestern, 
ideas on bio-cosmic energy and views of nature. Among the points discussed and searched in my studies, 
the followings are especially worth noting; (1) I pointed out how the socially marginalized subjects such 
as old people, children, etc., could suggest basic conditions of the dancing body, while dance may serve 
as a paradigmatic case for art of self-alteration. (2) the "energetic art," a category emerging with 
de-materialization of art objects, could be useful to bridge some ancient ideas and contemporary art 
practices.
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１. 研究開始当初の背景 
(1)当研究の開始当初、芸術作品を自律的な単
体として分析するのではなく、芸術の生産・
受容の複合的文脈としての「場」、自然・文化
両面からなる環境世界との関わりに注目する
傾向が随所で顕著になりつつあった。他方、
「場」の経験は本来、その主要な要素である
身体を抽象的な観念や表象以上のもの——それ
自体変化する個別具体的な空間に嵌め込まれ、
そこで育まれている一人称身体として捉える
ことと不可避的に結びついているが、そのよ
うな身体的主体の最発見が美学の言説におい
て十分になされているとは言い難い状況が存
続していた。したがって、「生きられる／心身
一体の」身体とその延長としての具体的な
場・空間を問題の中心に据え、その身体的感
性的に味わわれる自己（ミクロコスモス）と
世界（マクロコスモス）に対する作用という
観点から、現代アートやパフォーマンスの方
法論にアプローチすることに意義が見出され
ると考えた。 
 
(2)生活空間に一定の秩序をもたらす作業に
は、掃除・整頓等の再生産的労働による実質
的対応とともに、儀式や祭礼といった象徴的
儀礼的な対応があり、種々の芸術の起源をめ
ぐる言説のなかにも空間の調節／浄化／差異
化の意識との関連が認められる場合が多々あ
る。さらに、「気」「プネウマ」「プラーナ」等
の微細な生体エネルギーの遍在を語る古代の
身体論・宇宙論がそのような心身および空間
の調整術（整体・武術・風水等々）の前提と
して一定程度共通して見出される。いずれも、
芸術の成立過程に脱魔術化を想定する正統的
な美学・芸術学の言説からは排除されてきた
が、現代アートやダンスのなかにそのような
古代的なものを引き継ぐネオ・プレモダニズ
ムの系譜を読み取ることが可能であり、その
批判的検証が求められていると考えた。 
 
２. 研究の目的 
(1)芸術／芸術家の介在によって「場が変わる」
「空間の肌理が整う」といった感覚は、実践
者の発言や批評言語のなかにはしばしば散見
され、芸術経験の実質を成すと考えられるも
のの、そこで前提されている生命論・宇宙論・
身体論と同じく、通常のアカデミックな言説
には馴染みにくい。そこで、近年の芸術研究・
美術批評のなかで提起されている「ネオ・プ
レモダニズム」の枠組みを用いて、具体例に

沿ってその特質（「自己表現」から「自己変革」
へ、自律的作品から経験のプロセスへ、創造
者から媒介者へという芸術および芸術家の自
己表象の変化等）や問題点（西洋近代の外部
に代替的ソースを求める「他者」の利用や近
代スピリチュアリズムに潜在する閉鎖性等）
を明らかにした上で、上述のエネルギー論的
視点を含むアプローチを開かれた議論の形で
提起する。 
 
(2)ダンスやアートの複数領域を横断しつつ、
古代・非西洋・代替的伝統・弱い主体といっ
た「周辺」からの視座を方法概念として意識
的に用い、芸術とその外部との従来の関係性
を問い直すとともに、広義の（ないし現代版
の）「ムーシケー」として読み替える可能性を
追求する。 
 
３. 研究の方法 
(1)関連テーマの文献資料（現代アート、ポス
トモダンダンス、芸能史、身体技法・作法、
武術、古代思想等々）の収集と整理。 
(2)映像資料（現代アート、ダンス、ソーマテ
ィクス）の収集と分析。 
 
(3)内外のミュージアム、展示スペース、アー
カイヴ調査（ベニス・ビエンナーレ、ドクメ
ンタ等の国際現代アート展の訪問調査を含
む）。 
 
(4)実地調査（場所設営型作品の事例調査とワ
ークショップへの参加観察調査を含む）。 
 
(5)関連分野・テーマを扱う内外の研究者に対
する協力・情報提供依頼と研究ネットワーク
の形成（学会、研究会、シンポジウム、公開
講演等への参加ないしそれらの企画開催）。 
 
４. 研究成果 
(1)1960 年代以降のインター・アート状況の
なかで生まれたポストモダンダンスのパイオ
ニアであり、そのネオ・プレモダン的傾向の
最重要なソースであるアナ・ハルプリン、お
よび彼女の系譜を引き継ぎ、身体感受性の開
発／生の技術に特化したソーマティクスの実
践家（ジェイミー・マヒュー）を中心に、現
地調査やワークショップへの参加、舞踊学大
会への招聘、シンポジウム・特別講演・ワー
クショップの開催を実現し、その成果の一部
を美学会例会での研究発表、美術館での招待



講演や論文の著述によって公けにした。その
後もハルプリンのタマルパ研究所関連のワー
クショップに参加し、地球規模の浄化を目指
す現在進行形の「星のダンス」プロジェクト
の調査を行った。 
 
(2)脱近代を標榜する芸術実践を吟味する際
に浮上してきた西洋近代の主体概念の限定性
を明らかにするものとして、子ども／老人／
病者といった「強い主体」のモデルから除外
される傾向にあった周縁的・境界的な身体の
モード、その可能性に注目し、「老いと舞踊」
を テ ー マ と す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
（2012/6/28-6/30:ベルリン）に登壇し招聘講
演を行った。同テーマで日本での国際シンポ
ジウム（2014/5/23-5/24:東京）を企画開催し、
内外の研究者・舞踊家・芸術家の参加を得て、
問題の共有や深化を図る機会を得た。併せて
ポストモダンダンス研究の第一人者ラムゼ
イ・バートの講演会を開催し（2014/5/30:埼
玉）、舞踊の有する対抗文化的な働きについて
の知見を深めた。京都造形芸術大学での公開
研究会（2015/1/24）において、老いのドラマ
トゥルギーの問題をミュージック・タナトロ
ジー（死生学）や整体の気の思想を踏まえて
発展させた。第 19 回 国 際美学会議
（2013/7/26:クラコフ）の研究発表では、舞
踊のカウンター生政治的側面とともに、古代
の生存学的哲学／美学の伝統とも連なる「子
どもの美学」を提唱した。 
 
(3)カッセルの国際現代アート展（ドクメンタ）
やそのアーカイヴ、ヴェネツィアでのビエン
ナーレ、ボルドーの現代美術館、ロンドンの
テート・モダン他を視察し、作品とその設営
場所との関係を実地調査する機会を得た。と
りわけヴェネツィアでは、ネオ・プレモダニ
ズムの系譜にとって重要な参照ポイントとな
ったカール・ユングやルドルフ・シュタイナ
ーの特設展示、シュタイナー室でのパフォー
マンス、その他のサイトでのコンセプチュア
ル・アートの歴史的展覧会の再現等、多くの
示唆を受けた。加えて、テート・モダンでの
アグネス・マーティン（今回の研究でヴォル
フガング・ライプと並んで中心的なネオ・プ
レモダンの美術家と見なしていた事例）の大
規模回顧展も、複製画像では不可能な作品の
放射を実見する上で重要であった。 
 
(4)「空間調整術」の問題にアプローチする研

究会を立ち上げ、第一回シンポジウムを開催
し（2014/3/21:埼玉）、諸方面からの参加を得
て新たな研究ネットワークの構築に資すると
ころ大であった。とくに 1960 年代以降のダン
スやアートの拡大、旧ジャンルの解体状況を
古代のムーシケー概念の射程と結びつけて領
域横断的に考察する機会を提供することがで
きた。それをもとに「musica mundana／気の
宇宙論・身体論」を埼玉大学リベラル・アー
ツ叢書 6 として刊行した（2015/3/25）。その
延長として、20 世紀初頭以来の美術のなかで
「音」「響き」「エネルギー」をキー概念とし、
空間芸術と時間芸術の区別を越える事例に注
目し、「エネルギー・アート」（ダグラス・カ
ーン）やサウンド・スケープ、ジョン・ケー
ジの汎音楽主義、さらに広く環境芸術と古今
の心身変容技法（鎌田東二）が提起する問題
圏とのより直接的生産的な連関のなかで本研
究のテーマを改めて錬成する方向が明らかに
なりつつある。同時に、エネルギーの増幅／
調整装置の顕著な事例として舞踊という人類
的営為を再考する方向が拓け、ムーシケー型
アートのパラダイムとして捉える可能性とと
もに、「ダンス状態」（シモーヌ・フォルティ）
が成立する要件として、種々の脱主体化の契
機（自己という単位の無効化、性的アイデン
ティティを含むペルソナの動揺、憑依と模倣
の往還、等々）を軸に考察していく今後の研
究の方向性がより明瞭になった。 
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